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～登山届の提出の推奨～
<登山届を提出しましょう>
登山者は、登山計画書を管轄する警察署又

は県警本部に提出できます。

秋田県警ホームページからもアクセス可能です。※

～クマに注意～
入山する際は、鈴を付ける等クマへの対策を

十分にしましょう。
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《早めライト点灯と上向きライトの切り替え》
夕暮れ時は、ライトを早めに点灯し、対向車や歩行者等に

自分の存在を早く知らせるようにしましょう。
ライトの上向き、下向きはこまめに切り替えましょう 夕暮れ。
時から夜間にかけては、道路横断中の交通事故が多発する
時間帯です。
交通事故の当事者にならないためにも、次の点に気を付けましょう。

《運転者の方へ》
ライトを早めに点灯すると、歩行者や自転車の発見を早めるだけでなく、自分の

車の存在を早く周りに気付かせることができます。夕暮れ時になったらライトを点
灯しましょう。また、ライトの上向き・下向きのこまめな切替えを心がけましょう。
《自転車の方へ》
自転車での夜間の無灯火運転は違反です。ライトを必ず点灯しましょう。また、

自転車には前後だけでなく横からも見える反射材をつけましょう。
《歩行者の方へ》
反射材は、弱い光でも反射し遠くからも見えます。夜間の外出時は、視認性の

高い明るい服装と反射材を着用し、自分の存在に早く気付いてもらいましょう。
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～自転車の盗難被害防止～
土崎駅周辺の駐輪場では、

自転車の盗難事件

が毎年発生しています。

被害に遭った自転車のほとんどは です。無施錠

駐輪場ご利用の際は、

○人目につきやすい場所に止める

○２重ロックを徹底する

○防犯登録をする

ことで被害を未然に防ぎましょう。
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